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概  要 

 

アサリ資源を稚貝の食害や風波による流出から守るために、アサリが生息す

る干潟の表面を網で覆う被覆網という方法が行われている。県内企業と愛知県

水産試験場では、天然繊維製ネットにパラフィンをコーティングした生分解材

料を用いた被覆網を試作し、漁場に設置し試験している。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

一般に被覆網に使用されているプラスチック製の網は海水中で分解しない

ため、使用後の撤去処理の負担や環境への影響が問題となる。生分解材料を用

いることで、撤去の労力を低減するとともに環境負荷に配慮されている。 

本技術の 

有用性 

三河繊維技術センターでは、漁場で試験したネットの耐久性を評価し、天然

繊維にパラフィンをコーティングすることで、分解を遅らせることができるこ

とを確認している。現在、企業では漁場での維持管理や撤去等に対する労力が

低減可能なアサリ稚貝保護ネットの製品化を進めている。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

  

 

 

 

適用可能製品 水産資材、農業用資材 
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写真：試作した生分解性被覆網 


